
■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

博
物
館
の
底
力

一
九
九
九
年
、
当
時
大
学
院
生
で
学
芸
員
課

程
を
履
修
し
て
い
た
私
は
、
町
田
市
の
自
由
民

権
資
料
館
に
勤
め
て
い
た
先
輩
の
紹
介
で
、
地

元
高
知
の
自
由
民
権
記
念
館
で
博
物
館
実
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
今
思
え
ば

実
習
生
の
な
か
で
一
人
だ
け
院
生
で
維
新
史
専

攻
だ
っ
た
私
は
、
さ
ぞ
小
生
意
気
な
学
生
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
友
の
会
の
会
員
で
も
あ
り
、

時
折
高
知
か
ら
届
く
「
自
由
の
と
も
し
び
」
や

「
民
権
の
炎
」
は
、
永
く
故
郷
を
懐
か
し
む
よ
す

が
と
な
っ
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
坂
本
龍
馬
記
念
館
の

学
芸
員
に
な
り
、
こ
の
た
び
自
由
民
権
記
念
館

の
協
議
会
委
員
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
生
意
気
な
実
習
生
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た

過
去
を
思
う
と
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
が
、
恩
返

し
も
含
め
、
精
一
杯
の
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

十
数
年
博
物
館
施
設
で
働
い
て
き
て
思
う
の

は
、
第
一
に
質
量
と
も
に
豊
富
な
収
蔵
資
料
、

加
え
て
教
育
や
研
究
な
ど
で
そ
の
資
料
を
活
か

す
人
間
が
館
内
外
に
な
る
べ
く
多
く
い
る
こ
と

が
、
博
物
館
の
底
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
後
者
に
つ
い
て
は
、
内
部
の
人
手

不
足
や
業
務
繁
多
で
、
ど
の
館
も
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
自
由
民
権
記
念
館
も
例
外
で
は

な
い
と
思
う
が
、
そ
の
財
産
で
あ
る
豊
富
な
資

料
群
を
有
効
に
活
用
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
道
を

模
索
し
つ
づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
国
的
に
民
権
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
久
し
い
が
、
昨
今
の
政
治
や
社
会
情
勢

を
見
る
と
、
権
利
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た
先

人
の
歴
史
を
も
う
一
度
な
ぞ
る
時
代
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
民
権
運
動
発
祥
の
地
・
高
知

か
ら
、
こ
の
時
代
に
新
た
な
民
権
研
究
と
そ
の

活
性
化
の
動
き
が
起
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
主
任
学
芸
員

亀
尾  

美
香

自 由 民 権 記 念 館 だ よ り

□ 企画展「自由民権と憲法」
□ 事業報告『高知市史  民俗編』出版記念シンポジウム
□ 平成26年度夏休み子ども歴史教室の報告
□ 資料紹介「憲法発布式桜田之景」
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■
期
間
　
2
0
1
4（
平
成
26
）年
10
月
25
日（
土
）～

2
0
1
5（
平
成
27
）年
5
月
31
日（
日
）

■
会
場
　
自
由
民
権
記
念
館
2
階
　
特
別
展
示
室

日
本
に
お
い
て
、
人
び
と
の
中
で
憲
法
が
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
の
は
、

自
由
民
権
運
動
と
戦
後
日
本
国
憲
法
制
定
の
時
期
で
す
。
そ
し
て
現
在
、

憲
法
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
企
画
展
は
、「
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
　
大
阪
人
権
博
物
館
」
の
特
別
展

「
歴
史
の
中
の
憲
法
」
に
連
携
し
、
自
由
民
権
運
動
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た

土
佐
の
憲
法
草
案
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

自
由
民
権
運
動
の
中
で
憲
法
草
案
が
本

格
的
に
起
草
さ
れ
た
の
は
一
八
八
〇
（
明
治

十
三
）
年
秋
か
ら
で
す
。

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
三
月
、
立
志

社
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
結
成
し
た

も
の
の
消
滅
し
て
い
た
愛
国
社
の
再
興
を

決
定
、
西
日
本
各
地
に
愛
国
社
再
興
遊
説

を
行
い
、
九
月
に
大
阪
で
愛
国
社
再
興
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

愛
国
社
は
翌
年
十
一
月
の
第
三
会
に
三

師
社
な
ど
東
日
本
の
有
力
結
社
が
参
加
し

た
こ
と
で
全
国
的
な
組
織
に
成
長
し
、
こ

の
会
議
で
国
会
開
設
請
願
の
方
針
が
決
議

さ
れ
、
半
年
後
の
一
八
八
〇
年
三
月
の
大

会
で
願
望
書
案
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
国
会
開
設
請
願
運

動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
の
で
す
。

予
定
ど
お
り
愛
国
社
第
四
会
は
大
阪
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
国

会
期
成
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
二
府
二
十
二

県
八
万
七
千
人
の
署
名
を
添
え
た
「
国
会

ヲ
開
設
ス
ル
允
可
ヲ
上
願
ス
ル
ノ
書
」
を

政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
上
願
書
は
政
府
に
拒
否
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
運
動
方
針
を
め

ぐ
っ
て
立
志
社
か
ら
は
請
願
路
線
に
は
限

界
が
あ
り
、「
今
後
ノ
策
ハ
各
地
各
個
ノ
請

願
ヲ
止
メ
、
更
ニ
天
下
ノ
公
衆
ト
協
議
シ
、

全
国
人
民
ノ
過
半
数
ヲ
得
テ
、
進
テ
私
立

国
会
ヲ
設
ル
ニ
ア
ル
ベ
シ
」（『
愛
国
新
誌
』

一
八
八
〇
年
八
月
十
四
日
）
と
い
う
方
針
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
十
一
月
の
国
会
期
成
同
盟

大
会
は
「
第
三
条　

来
会
迄
に
は
其
府
県

国
郡
の
戸
数
過
半
数
の
同
意
を
得
て
出
会

す
る
を
目
的
と
す
」「
第
四
条　

来
会
に
は

各
組
憲
法
見
込
案
を
持
参
研
究
す
可
し
」

と
い
う
「
国
会
期
成
同
盟
合
議
書
」
を
採

択
し
た
の
で
す
。

各
地
か
ら
過
半
数
の
同
意
を
得
た
代
表

が
集
ま
っ
て
憲
法
見
込
案
を
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
事
実
上
民
間
主
導
で
憲
法

制
定
国
会
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
憲
法
草
案

が
検
討
、
起
草
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
の

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
十
月

各
地
の
代
表
は
東
京
に
参
集
し
ま

し
た
が
、
明
治
一
四
年
の
政
変

（
十
年
後
の
国
会
開
設
・
憲
法
欽

定
）
の
影
響
で
、
こ
の
会
議
は
実

現
せ
ず
民
権
派
は
政
党
結
成
へ
と

進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

土
佐
で
は
植
木
枝
盛
の
「
東
洋

大
日
本
国
々
憲
案
」
立
志
社
案
の

「
日
本
憲
法
見
込
案
」
が
今
日
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
憲
法
草
案
は
次
の
よ

う
な
思
想
に
立
脚
し
て
い
ま
す
。

一
．
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
自
由
且
つ
平
等
で
あ
る
。（
自

然
権
思
想
）

二
．
人
権
を
実
現
す
る
た
め
に
人
は
契

約
を
交
わ
し
て
国
家
を
建
設
す
る
。（
社
会

契
約
思
想
）

三
．
憲
法
が
契
約
書
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
憲
法
制
定
権
者
は
人
民
で
あ
る
。（
人
民

主
権
論
）

四
．
憲
法
制
定
プ

ロ
セ
ス
は
、
人
民
主

導
で
公
開
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
国

約
憲
法
）

五
．
ほ
ぼ
す
べ
て

の
自
由
権
は
無
条
件

に
保
障
さ
れ
る
。

六
．
抵
抗
権
・
革

命
権
の
規
定
が
あ
る
。

こ
れ
は
今
日
の
日

本
国
憲
法
に
通
ず
る

も
の
で
、
ま
た
「
東

洋
大
日
本
国
々
憲
案
」

は
日
本
国
憲
法
制
定

過
程
で
参
考
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
筒
井
秀
一
）

企画展

自
由
民
権
と
憲
法

▲「日本憲法見込案」

▲馬場辰猪著『天賦人権論』

▲「東洋大日本国々憲案」

▲植木枝盛著『無天雑録』
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館
蔵
資
料
の
出
展

博
物
館
は
展
示
会
の
た
め
、
互
い
に

資
料
の
貸
し
借
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
当
館
所
蔵
資
料
が
、
各

地
の
博
物
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

【
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か 

大
阪
人
権
博
物
館
】

「
特
別
展
　
歴
史
の
中
の
憲
法
」

7
月
22
日
（
火
）
～
9
月
20
日
（
土
）

こ
の
展
示
会
は
「
立
憲
政
治
の
実
現
を

か
か
げ
て
展
開
さ
れ
た
自
由
民
権
運
動
か

ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
憲
法
制

定
ま
で
の
時
期
に
歴
史
の
節
目
で
書
き
記

さ
れ
た
数
々
の
憲
法
草
案
に
込
め
ら
れ
た

思
想
、
そ
し
て
そ
の
実
像
」
に
つ
い
て
考

え
る
も
の
で
す
。

国
会
開
設
・
憲
法
制
定
を
掲
げ
人
々
の

政
治
参
加
の
実
現
を
目
標
と
し
た
自
由
民

【
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
】

「
風
刺
画
に
み
る
幕
末
社
会
展

─
あ
の
絵
に
潜
む
お
も
し
ろ
さ
─
」

7
月
5
日
（
土
）
～
10
月
3
日
（
金
）

こ
の
展
示
会
は
「
風
刺
画
の
符
号
を
詳

細
に
解
説
す
る
こ
と
で
、
錦
絵
に
描
か
れ

た
風
刺
精
神
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
政
治
史
の
視
点
と
は
異
な
る
『
庶

民
の
視
点
』
か
ら
、
改
め
て
幕
末
社
会
」

を
考
え
る
も
の
で
す
。

幕
末
期
に
流
行
し
た
「
風
刺
画
」
に
は
、

出
版
規
制
を
の
が
れ
る
た
め
、「
人
物
の
衣

服
に
大
名
の
名
や
地
名
、
家
紋
、
土
地
の

特
産
物
な
ど
を
模
様
と
し
て
し
の
ば
せ
」

て
あ
り
、
人
々
は
そ
の
謎
解
き
を
楽
し
み

な
が
ら
、
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
に
当
館
か
ら
、「
武
鑑
」（
列

藩
一
覧
）
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

武
鑑
は
、
大
名
家
の
国
元
や
石
高
、
家

紋
、
藩
主
の
位
階

な
ど
を
記
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ

う
な
書
物
で
、
庶

民
が
、
家
紋
や
産

物
な
ど
の
絵
解
き

を
す
る
の
に
必
要

な
情
報
を
ど
こ
か

ら
得
て
い
た
の
か

を
表
す
資
料
と
し

て
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
衆
議
院
憲
政
記
念
館
】

特
別
展

「
明
治
に
活
き
た
英
傑
た
ち

─
議
事
堂
中
央
広
間
か
ら
歴
史
を
覗
く
─
」

11
月
5
日
（
水
）～
11
月
28
日
（
金
）

国
会
議
事
堂
の
中
央
広
間
に
は
四
隅
に

台
座
が
あ
り
そ
の
う
ち
三
隅
に
、
伊
藤
博

文
、
板
垣
退
助
、
大
隈
重
信
の
銅
像
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
一
九
三
八
（
昭

和
十
三
）
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
五
十

年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
「
明
治
維
新
後
の
新
た

な
国
家
体
制
の
下
で
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
、
立
憲
政
治
の
成
り
立
ち
と
経

過
を
、
三
名
の
活
躍
を
軸
に
、
激
動
す
る

明
治
時
代
の
諸
相
を
交
差
さ
せ
て
関
係
資

料
に
よ
り
紹
介
す
る
。」
も
の
で
す
。

当
館
か
ら
は
、
板
垣
退
助
に
関
す
る
資

料
な
ど
十
三
点
を
出
展
す
る
予
定
で
す
。

・‌�

板
垣
退
助
関
係
「
板
垣
総
理
被
害
短
刀
」

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
社
製
ト
ラ
ン
ク
」「
朱

塗
御
紋
附
蒔
絵
盃
」「
八
稜
鏡
形　

鶴
文
」

「
短
剣
」「
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
」「
辞
令
書

『
位
一
級
被
進
』」「
扁
額
『
死
生
亦
大
矣
』」

「
日
本
銀
行
券　

百
円
」

・‌�

自
由
民
権
運
動
関
係
「（
立
志
社
）
建
白

書　

写
」「
立
志
社
創
立
趣
意
書
Ⅰ
」「
自
由

党
盟
約
」「
日
本
六
大
政
治
家
乃
肖
像
」

（
筒
井
秀
一
）

権
運
動
の
中
で
様
々
な
憲
法
草
案
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
後
の
占
領
下
に
も
多
く
の
個
人
や
団
体

が
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
だ
し
」
憲
法

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

当
館
か
ら
、
自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
十
点

の
資
料
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

・
立
志
社
の
憲
法
草
案
「
日
本
憲
法
見
込
案
﹂

・
愛
国
社
の
機
関
紙
『
愛
国
志
林
』『
愛
国
新
誌
』

・‌�

植
木
枝
盛
が
自
己
の
思
想
を
記
録
し
た
『
無

天
雑
録
』

・‌�

人
力
車
夫
た
ち
が
組
織
し
た
「
力
役
自
由
党

規
則
﹂

・
馬
場
辰
猪
著
『
天
賦
人
権
論
』

・‌�‌

中
江
兆
民
著
『
策
論
草
稿
』『
三
酔
人
経
綸
問

答
』『
一
年
有
半
』『
続
一
年
有
半
』

─
旅
す
る
資
料
─

▲「風刺画にみる幕末社会展」チラシ

▲「列藩一覧」

▲ルイ・ヴィトン社製トランク

▲『三酔人経綸問答』

▲『愛国志林』
▲「特別展 歴史の中の憲法」図録
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『
地
方
都
市
の
暮
ら
し
と
し
あ
わ
せ
』

の
新
し
さ
と
面
白
さ

荻
野
　
昌
弘 

氏（
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
長
：
社
会
学
）

こ
の
民
俗
編
は
、

他
の
自
治
体
史
と

は
違
い
、
通
読
に

堪
え
る
大
変
興
味

深
く
画
期
的
な
出

版
物
で
す
。
な
ぜ

興
味
深
い
の
か
、

そ
れ
は
食
欲
・
色
欲
な
ど
人
間
の
基
本
的
な

欲
望
に
注
目
し
、
普
通
の
生
活
者
や
女
性
な

ど
、
多
様
な
目
線
か
ら
都
市
の
生
活
が
描
か

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
あ
た
か
も
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
人
び
と
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
斬
新
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
三
点
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。

第
一
は
「
都
市
の
欲
望
」
か
ら
と
ら
え
て

い
る
こ
と
で
す
。
都
市
は
村
と
違
い
、
人
・

も
の
・
情
報
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
は

欲
望
を
か
な
え
よ
う
と
し
て
都
市
に
集
ま
っ

て
く
る
、
こ
れ
は
新
し
い
視
点
で
す
。
そ
し

て
都
市
は
、
欲
望
を
方
向
付
け
、
そ
れ
な
り

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
満
た
す
仕
掛
け

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
本
で
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

第
二
は
「
ジ
グ
ザ
グ
な
『
歴
史
』」
を
見

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
都
市
の
生
活
は
一
方

向
に
流
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
や
戦
災
で
街
は
壊
さ
れ
、
ま
た
時
代
に

応
じ
て
常
に
新
生
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
本
で
は
、
戦
後
復
興
と
直
接
間
接
に

関
係
し
て
、
災
害
の
後
に
都
市
新
生
の
希

望
を
託
し
て
つ
く
ら
れ
た
よ
さ
こ
い
祭
り
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
び
と
が
自
分
た
ち
の
知

恵
を
自
由
に
出
し
合
っ
て
新
た
な
も
の
を
生

み
出
す
な
ど
、
都
市
の
中
で
新
た
な
文
化
が

現
在
進
行
形
で
創
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

第
三
は
「
未
来
に
開
か
れ
た
市
史
」
で

す
。
過
去
の
記
述
だ
け
で
は
な
く
、
高
知
市

の
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
大
き

な
特
徴
で
す
。
こ
の
本
の
最
後
は
天
ぷ
ら
屋

さ
ん
の
語
り
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の

本
と
し
て
は
不
思
議
な
終
わ
り
方
で
す
が
、

歴
史
が
完
結
し
て
い
な
い
、
味
と
い
う
人
び

と
が
漠
然
と
共
有
し
て
き
た
無
形
の
記
憶
と

い
う
財
産
を
使
っ
て
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
高
知
市
が
世
界
と
ど
う
か
か

わ
っ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
う
い
う
続
編
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

市
民
と
つ
く
る
民
俗
学

─『
野
の
学
問
』へ
の
道

島
村
　
恭
則 

氏（
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
：
民
俗
学
）

八
年
間
多
く
の

人
た
ち
の
お
話
を

聞
い
て
き
ま
し
た
。

話
し
手
の
方
が
語

り
た
い
こ
と
を
語

る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
が
、
そ
れ

と
こ
ち
ら
の
聞
き
た
い
こ
と
が
共
振
関
係
に

な
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
琴
線
に
ふ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
一
方
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
こ
れ
な

ら
も
っ
と
面
白
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
と

い
う
人
も
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
、
続
編
を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
に
す
る
か
、
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

尼
崎
で
は
、
あ
ま
が
さ
き
未
来
協
会
が
、

ネ
オ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
な
る
取
組
を
し
て
い

ま
す
。
ネ
オ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
は
「
あ
ら

ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
わ
た
っ
て
、
人
び
と

が
話
し
た
い
、
聞
き
た
い
、
語
り
伝
え
記
録

に
残
し
た
い
と
望
む
も
の
を
」
対
象
と
し
、

人
々
が
自
発
的
に
参
加
す
る
「
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
文
化
運
動
」
と
い
う
も
の
で
す
。

市
民
が
自
ら
民
俗
学
を
運
動
と
し
て
行
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

次
に
、
ア
メ
リ
カ
、
テ
ネ
シ
ー
州
の

ジ
ョ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
と
い
う
町
で
は
一
九
七
三

年
か
ら
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
町
は
没
落
し
、
経
済
破
綻
寸
前

の
田
舎
町
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ち
お
こ
し

の
た
め
に
、
ラ
ジ
オ
の
「
ほ
ら
話
」
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
高
校
の
先
生
の
提
案
で
始
ま
り
ま

し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
皆
が
自
分
の
人

生
に
ま
つ
わ
る
話
を
発
見
し
、
語
る
こ
と

で
、「
人
び
と
の
小
さ
な
輪
の
中
に
、
あ
る

種
の
絆
」
が
生
ま
れ
、「
さ
ら
に
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
と
い
に
し
え
に
生
き
た
人
び
と

と
の
間
に
も
、
名
状
し
が
た
い
絆
」
が
で
き

あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。

語
り
た
い
こ
と
を
語
る
、
こ
の
民
俗
編
を

呼
び
水
に
、
高
知
の
語
り
が
続
い
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

日
本
人
は『
街
』が
好
き
な
の
か
？

髙
岡
　
弘
幸 

氏（
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
：
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
）

私
は
大
阪
生
ま

れ
育
ち
で
す
が
、

「
都
会
っ
子
」
で
は

な
く
、
割
引
券
、

路
地
裏
、
近
道
と

い
っ
た
暮
ら
し
の

知
恵
に
満
ち
た

「
街
っ
子
」
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
知
に
は
一
三
年
間
い
ま
し
た
。
驚
い
た

事
業
報
告

高
知
市
で
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
三
月
に
『
描
か
れ
た
高
知
市
　
高
知
市
史
　
絵

図
・
地
図
編
』、
本
年
三
月
に
は
『
地
方
都
市
の
暮
ら
し
と
し
あ
わ
せ
　
高
知
市
史
　
民
俗
編
』

を
出
版
し
て
い
ま
す
。

こ
の
出
版
を
記
念
し
て
、
当
館
・
高
知
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
高
知
市
史
研
究
会
（
第
七
五
回

研
究
会
）
の
三
者
が
主
催
し
、
民
俗
編
の
特
徴
や
地
方
都
市
研
究
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
七
月
一
二
日
／
民
権
ホ
ー
ル

『
地
方
都
市
の
暮
ら
し
と
し
あ
わ
せ
　
高
知
市
史  

民
俗
編
』

  

出
版
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

地
方
都
市
か
ら「
地
域
」の
都
市
へ

基
調
報
告

執
筆
者
報
告

執
筆
者
報
告
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の
は
、
高
知
の
人
は
歩
か
な
い
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
高
知
に
も
面
白
い
店
や
素
敵
な
路
地

裏
が
あ
る
の
で
す
が
、
街
の
こ
と
を
し
ら
な

い
人
が
け
っ
こ
う
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私

た
ち
夫
婦
の
歩
行
圏
は
、
高
知
の
人
は
驚
か

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
東
石
立
の
住
ま
い
か

ら
イ
オ
ン
、
ベ
ス
ト
電
器
、
サ
テ
ィ
、
全
く

苦
に
な
ら
な
い
、
だ
か
ら
面
白
い
も
の
を
た

く
さ
ん
発
見
し
ま
し
た
。
自
動
車
族
の
人
は

知
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
学
生
と
一
緒
に
街
を
歩
き
ま
し

た
。
高
知
だ
け
で
な
く
松
江
、
境
港
、
富

山
、
旭
川
ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
そ
の

成
果
は
こ
の
民
俗
編
に
も
反
映
し
て
い
ま
す

し
、「
女
子
大
生
の
散
歩
道
」
と
い
う
展
示

会
を
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
か
ら
福
岡
に
住
ん
で
い
ま

す
。
何
か
、
ば
さ
ば
さ
し
た
無
味
乾
燥
な
街

で
、
土
佐
道
路
沿
い
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な

感
じ
な
ん
で
す
ね
。
よ
く
よ
く
調
べ
て
み
る

と
実
は
福
岡
は
小
倉
の
郊
外
だ
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

福
岡
も
戦
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
だ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
東
京
に
あ
こ
が
れ
無

味
乾
燥
な
ま
ち
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。山

口
瞳
の
「
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生

活
」
に
、
ア
パ
ー
ト
式
の
社
宅
が
ぞ
く
ぞ
く

と
建
っ
た
川
崎
市
の
新
興
住
宅
地
の
こ
と
が

出
て
き
ま
す
。
山
口
は
「
ま
る
で
西
部
劇
に

で
て
く
る
開
拓
地
の
様
相
で
あ
る
。」、「
街

に
歴
史
が
な
い
。
だ
か
ら
街
の
匂
い
と
い
う

も
の
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
、
高
知
に
匂
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
を
観
光
資
源
と
し
て
消
化
し
て
い
る
だ

け
で
す
が
、
本
当
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

イ
ベ
ン
ト
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
匂
い
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
街
を
歩
き
ま

し
ょ
う
。

地
方
都
市
か
ら「
地
域
」の
都
市
へ

パ
ネ
リ
ス
ト

荻
野
　
昌
弘 

氏

島
村
　
恭
則 

氏

髙
岡
　
弘
幸 

氏

飯
野
　
公
央 

氏（
島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授
：
地
域
政
策
・
財
政
論
）

松
岡
　
僖
一 

氏（
当
館
館
長
：
日
本
近
代
史
）

司
会　

飯
野
先
生
、
松
岡
館
長
か
ら
本
の
感

想
な
ど
を
。

飯
野　

過
去
か
ら
の
し
が
ら
み
や
差
し
障
り

を
恐
れ
ず
大
胆
に
地
域
を
切
り
取
る
と
、
ま

ち
が
生
き
て
見
え
る
。
本
書
の
一
番
の
魅
力

で
す
ね
。

　

松
江
は
歴
史
そ
れ
も
神
話
が
あ
り
ま
す
の

で
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
、
未
来
を
語
る
土
俵

に
立
て
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

高
知
は
、
自
由
さ
、
前
向
き
に
考
え
よ
う

と
い
う
気
概
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

松
岡　

一
番
多
感
な
時
期
に
終
戦
と
な
り
焼

け
野
原
か
ら
七
〇
年
か
け
て
こ
こ
ま
で
き

た
、
そ
の
人
た
ち
の
生
き
て
き
た
時
代
そ
の

も
の
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
教
訓
っ
ぽ

く
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
。
過
去
の
生
活
文
化

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
な
お
す
、
そ
の
こ

と
が
想
像
力
の
源
で
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
り
ま
す
。

司
会　

地
方
都
市
研
究
に
お
け
る
こ
の
本
の

特
徴
は
？

荻
野　

都
市
社
会
学
も
東
京
を
モ
デ
ル
に
都

市
を
考
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
地

方
都
市
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
本
は
先
鞭
を
つ
け
る
役
割
を
果
た

し
た
と
い
え
ま
す
。

島
村　

こ
の
本
は
、
高
岡
説
で
は
、
近
世
城

下
町
は
地
名
を
は
じ
め
、
む
し
ろ
画
一
的

で
、
そ
れ
が
明
治
に
な
っ
て
農
村
部
か
ら
人

が
入
っ
て
き
て
個
性
的
に
な
っ
た
。
そ
れ
を

民
俗
都
市
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

現
代
で
は
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
画
一
化
し
民
俗

都
市
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
枠
組
み

で
捕
ら
え
て
い
ま
す
。

高
岡　

松
岡
先
生
、
こ
の
各
地
の
城
下
町
は

そ
っ
く
り
で
、
そ
の
後
多
様
性
を
持
っ
た
と

い
う
捉
え
方
を
こ
の
本
で
は
思
い
切
っ
て
言

い
切
っ
た
わ
け
で
す
が
、
歴
史
学
の
方
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
岡　

殿
様
が
家
臣
団
を
連
れ
て
交
代
す
る

と
い
う
こ
と
が
珍
し
く
な
い
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
で
幕
府
の
意
向
や
他
藩
の
状
況
を
み
な

が
ら
、
政
策
を
進
め
る
わ
け
で
、
表
面
的
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
指
摘
で
き
る

の
は
当
然
あ
る
こ
と
で
、
興
味
深
い
論
点
だ

と
思
い
ま
す
。

荻
野　

学
術
的
に
最
も
興
味
深
く
、
一
番
疑

わ
し
い
の
は
、
実
は
今
の
点
で
す
。
江
戸
時

代
の
都
市
は
画
一
的
で
、
明
治
時
代
に
な
っ

て
か
ら
多
様
性
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
は
大

変
大
胆
な
指
摘
で
、
定
説
を

ひ
っ
く
り
返
す
も
の
で
す
。

こ
の
本
の
隠
れ
た
ポ
イ
ン
ト

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
空
間
的

な
割
り
振
り
が
同
じ
、
こ
れ

は
分
か
る
。
で
は
そ
こ
で
実

際
に
営
ま
れ
て
い
た
文
化
は

同
じ
な
の
か
、
む
し
ろ
違
う

の
で
は
な
い
か
、
こ
の
点
が

も
っ
と
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

島
村　

こ
れ
ま
で
の
民
俗
学

で
は
、
古
い
ほ
ど
お
も
し
ろ

く
て
個
性
的
で
、
近
代
に
な
る
と
画
一
化
す

る
と
捉
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
、
近

世
が
画
一
的
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
あ
り
ま

す
が
、
近
代
に
個
性
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
た

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
大
事
な
と
こ

ろ
で
、
今
も
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
集

ま
る
若
者
の
実
践
が
画
一
的
か
ど
う
か
、
違

い
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

荻
野　

あ
る
研
究
者
は
現
代
都
市
を
「
無
印

都
市
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
し
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
面
白
い

こ
と
が
で
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
知
と
松

江
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
若
者
は
違

う
行
動
を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
無
印

都
市
的
高
知
と
無
印
都
市
的
松
江
は
お
そ
ら

く
違
う
、
こ
う
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
始
め

て
き
て
い
ま
す
。

飯
野　

無
印
都
市
の
話
に
学
生
は
共
感
し
て

い
ま
す
。
目
立
た
な
く
て
い
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
個
性
を
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
感

を
出
す
と
い
う
、
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
個

性
と
は
全
く
違
う
感
じ
方
、
暮
ら
し
方
を
か

れ
ら
は
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

視
点
で
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

地
方
都
市
の
歴
史
、
個
性
に
つ
い
て

議
論
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
基
調
報
告
者

か
ら
。

荻
野　

民
俗
都
市
か
ら
無

印
都
市
へ
と
い
う
あ
ら
た

な
学
術
的
課
題
が
今
日
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
知
に
は
潜
在
的
文
化

的
蓄
積
が
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
活
性
化
に
高
知
の
未

来
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
文
責　

筒
井
秀
一
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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7
月
24
日
（
木
）、
今
年
で
18
回
目
と
な
る

恒
例
の
「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」
を
高

知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
を

常
設
展
示
室
の
観
覧
や
ク
イ
ズ
、
歌
、
劇
な

ど
で
楽
し
く
学
び
、
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で

す
。
当
日
は
、
高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か

ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
92
名
が
参
加
し
、
お

お
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市

教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知

県
民
謡
協
会
」、
劇
団
「
笛
の
会
」
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
3
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

劇
団
「
笛
の
会
」
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
政

談
演
説
会
を
再
現
し

た
芝
居
を
観
て
、
ク

イ
ズ
に
答
え
ま
す
。

当
時
さ
な
が
ら
の
迫
力
あ
る
劇
に
驚
き

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
も
聴

衆
の
一
人
と
な
っ
て
、「
そ
う
だ
！
そ
う

だ
！
」
と
か
け
声
を
か
け
た
り
、
拍
手
を

し
た
り
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

第
4
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

自
由
民
権
運
動

の
時
代
に
実
際
に
作

ら
れ
遊
ば
れ
て
い
た

「
民
権
す
ご
ろ
く
」
遊

び
を
体
験
し
、「
上
が
り
」
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

第
5
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
高
知
県
民
謡
協

会
」
の
皆
さ
ん
の
三

味
線
と
太
鼓
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
、
植
木

枝
盛
が
作
詞
し
た
「
民
権
か
ぞ
へ
歌
」
を

歌
い
ま
す
。
生
伴
奏
に
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
た
子
供
た
ち
で
す
が
、
民
謡
協
会
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
で
元
気
よ
く
歌
い
き
り
ま

し
た
。

朝
早
く
か
ら
子
供
た
ち
の
笑
顔
と

元
気
な
声
が
飛
び
交
い
、
日
頃
は
静

か
な
記
念
館
も
こ
の
日
ば
か
り
は
活

気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に

入
る
と
、
班
別
の
座
席
に
座
り
開
会

式
を
待
ち
ま
す
。
開
会
式
の
あ
と
、

「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
と
い
う
当
館
制

作
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
先
生
か
ら
の

説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
た
ら
、
い
よ
い

よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、
次
の
5
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
各
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
す
る
と
ラ
リ
ー

マ
ッ
プ
に
民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
プ

を
5
つ
集
め
た
ら
ラ
リ
ー
完
了
で
す
。

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
1
・
2

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

常
設
展
示
室
の

展
示
資
料
の
中
か
ら

ヒ
ン
ト
を
探
し
ク

イ
ズ
に
答
え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
問

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
一
生
懸
命
に

挑
戦
し
て
く
れ
ま
し

た
。

参
加
者
全
員
が
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
通
過
し
た
後
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
今
年

の
歴
史
教
室
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
マ
ナ
ー
が
良
く
、
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。�

（
矢
野　

紫
）

問
１	

イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
後
、片
岡
健
吉
は

板
垣
退
助
ら
と
と
も
に
結
社
を
つ
く
っ
て

社
長
と
な
り
、
明
治
10
年
に
は
「
建
白
書
」

を
政
府
に
提
出
し
て
、
憲
法
の
制
定
や
国

会
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ

の
結
社
は
何
と
い
う
で
し
ょ
う
か
？

① 

立
志
社
　
② 

同
志
社
　
③ 

自
由
社

問
2	

女
性
の
選
挙
権
を
日
本
で
初
め
て
要
求
し

た
高
知
市
出
身
の
女
性
、
楠
瀬
喜
多
さ
ん

は
何
と
呼
ば
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

① 

民
権
か
あ
ち
ゃ
ん
　
② 

民
権
ば
あ
さ
ん

③ 

民
権
歌
人

一
つ
と
せ　

人
の
上
に
は
人
は
な
き　

　

権
利
に
か
は
り
が
な
い
か
ら
は　

こ
の
人
じ
ゃ
も
の

二
つ
と
せ　

二
つ
と
は
な
い
我
が
命　

　

捨
て
て
も
自
由
が
な
い
か
ら
は　

こ
の
惜
し
み
や
せ
ぬ

三
つ
と
せ　

民
権
自
由
の
世
の
中
に　

　

ま
だ
目
の
さ
め
な
い
人
が
あ
る　

こ
の
あ
は
れ
さ
よ

四
つ
と
せ　

世
の
開
け
ゆ
く
其
早
や
さ　

　

親
が
子
供
に
教
へ
ら
れ　

こ
の
気
を
つ
け
よ

五
つ
と
せ　

五
つ
に
分
れ
し
五
大
州　

　

中
に
も
亜
細
亜
は
半
開
か　

こ
の
恥
ず
か
し
や

平
成
26
年
度

夏
休
み

 

子
ど
も
歴
史
教
室
の
報
告

出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
一
例

民
権
か
ぞ
へ
歌
（
植
木
枝
盛 

作
）

一
部
の
ご
紹
介

クイズの答え：問1  ①　問2  ②
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資
料
紹
介

大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）年
二
月
十
一
日
に
発
布

さ
れ
た
。

こ
の
画
は
、
天
皇
一
行
が
、
皇
居
で

の
憲
法
発
布
式
典
の
あ
と
、
観
兵
式

に
臨
む
た
め
、
桜
田
門
を
出
て
青
山

練
兵
場
に
向
か
う
場
面
を
描
い
て
い

る
。
祝
賀
気
分
に
沸
き
立
つ
東
京
の

様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
の
日
は
、
全
国
で
祝
賀
行
事
が

行
わ
れ
、
東
京
で
も
一
日
中
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
祝
砲
が
と
ど
ろ

き
、
町
々
の
山
車
が
繰
り
出
す
な
ど
、

人
々
は
熱
狂
し
て
憲
法
発
布
を
歓
迎

し
た
。

も
っ
と
も
こ
の
憲
法
は
、
欽
定
憲

法
と
し
て
秘
密
裏
に
制
定
さ
れ
た
の

で
、
人
び
と
は
そ
の
内
容
を
知
ら
さ

れ
ず
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
帝
国
大

学
医
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ベ
ル
ツ

は
「
こ
っ
け
い
な
こ
と
に
は
、
誰
も
憲

法
の
内
容
を
ご
存
知
な
い
の
だ
。」
と

日
記
に
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
か
つ
て
民

権
派
が
構
想
し
た
憲
法
草
案
と
は
か

け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
憲
法

を
公
然
と
批
判
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
中
江
兆
民
は
「
通
読
一

遍
唯
だ
苦
笑
」
し
、「
下
ら
な
い
憲
法
」

で
あ
り
「
直
ち
に
憲
法
の
改
正
を
請

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
憲
法
改
正
を

主
張
し
た
。
ま
た
、
植
木
枝
盛
は
「
此

の
憲
法
は
果
し
て
善
く
代
議
政
体
の

本
旨
を
得
た
る
も
の
に
て
あ
る
耶
、

果
し
て
善
く
文
明
の
主
義
を
移
し
た

る
も
の
に
て
あ
る
耶
、
我
輩
は
今
日

に
在
り
ま
だ
少
し
も
之
を
察
思
す
る

こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」
と
批
判
的
発

言
を
残
し
て
い
る
。�

（
筒
井
秀
一
）

植
木
枝
盛
は
、
土
佐
郡
井
口
村
中
須
賀（
現

高
知
市
）に
お
い
て
、
土
佐
藩
の
中
級
武
士
・

植
木
弁
七（
二
十
石
）の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
藩
校
致
道
館
で
五
年
ほ
ど
学
ん
だ
後
、
上

京
し
て
海
南
私
学
に
入
学
し
た
が
、
こ
の
学
校

は
軍
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
て
い

た
の
で
、
退
学
し
て
帰
郷
し
た
。

一
八
七
四（
明
治
七
）年
、
一
八
歳
の
と
き
、

板
垣
退
助
の
演
説
を
聞
き
政
治
に
志
し
た
。

翌
年
、
再
度
上
京
し
て
板
垣
の
家
に
住
み
込

み
、
明
六
社
の
演
説
会
や
三
田
演
説
会
に
し
ば

し
ば
足
を
運
び
見
聞
を
広
め
た
。
そ
し
て
『
郵

便
報
知
新
聞
』
に
投
書
し
た
「
猿
人
政
府
」
が
、

「
猿
人
君
主
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
筆
禍
事
件

と
な
り
二
ヶ
月
の
入
獄
を
経
験
し
た
。

一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年
、
西
南
戦
争
が
勃

発
し
た
と
き
、
急
遽
帰
郷
し
た
枝
盛
は
、
今
や

武
力
で
世
の
中
を
変
え
る
時
代
で
は
な
い
と

考
え
、
立
志
学
舎
で
学
ぶ
若
い
民
権
家
た
ち

と
言
論
に
よ
る
自
由
民
権
運
動
を
開
始
し
た
。

理
論
的
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
枝
盛
は
わ

ず
か
二
一
歳
で
あ
っ
た
。
若
手
民
権
家
た
ち

は
芝
居
小
屋
で
政
談
演
説
会
を
開
催
し
た
り
、

『
海
南
新
誌
』
や
『
土
陽
雑
誌
』
と
い
う
機
関
紙

を
発
行
し
た
。『
海
南
新
誌
』
第
一
号
に
、
世
の

中
の
人
か
ら
「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
発
し

た
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
、
と

県
民
に
呼
び
か
け
た
。

枝
盛
た
ち
は
、
一
般
の
人
に
民
権
思
想
を
広

め
る
た
め
に
、
民
権
歌
謡
と
し
て
「
よ
し
や
武

士
」・「
民
権
か
ぞ
へ
歌
」・「
民
権
田
舎
歌
」・

「
民
権
踊
り
」
な
ど
を
創
作
し
た
。
枝
盛
は
、

そ
の
後
も
演
説
・
新
聞
・
著
作
な
ど
を
と
お

し
て
自
由
民
権
思
想
を
広
め
る
努
力
を
し
た
。

代
表
作
の
一
つ
『
民
権
自
由
論
』
は
、
人
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
暮

ら
す
権
利
が
あ
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
る
。

枝
盛
は
高
知
県
内
で
活
躍
す
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
国
で
活
躍
し
た
が
、
一
八
八
四（
明

治
一
七
）年
に
自
由
党
が
解
散
し
た
後
は
高
知

に
戻
り
、『
土
陽
新
聞
』
に
お
い
て
、
男
女
同
権

の
主
張
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
改
良
論
を
展

開
し
た
。
ま
た
一
八
八
六（
明
治
一
九
）年
に

は
高
知
県
会
議
員
に
な
り
、
地
方
自
治
の
拡
大

に
も
努
力
し
た
。
翌
年
の
三
大
事
件
建
白
運

動
で
は
、
地
元
の
運
動
の
組
織
化
に
尽
力
し

た
。
そ
し
て
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
、
第
一

回
衆
議
院
選
挙
で
当
選
し
て
議
員
に
な
っ
た

が
、
一
八
九
二（
明
治
二
五
）年
、
東
京
で
病
気

の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

枝
盛
の
功
績
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、

一
八
八
一（
明
治
一
四
）年
に
「
東
洋
大
日
本

国
々
憲
案
」
と
い
う
憲
法
案
を
起
草
し
た
こ
と

で
あ
る
。
国
民
主
権
論
を
採
っ
た
こ
の
憲
法

案
は
、
現
行
の
憲
法
が
起
草
さ
れ
る
と
き
参
考

に
供
さ
れ
た
。�

（
松
岡
僖
一
）

憲
法
発
布
式
桜
田
之
景

梅
堂
小
国
政
画　

一
八
八
九（
明
治
二
二
）年

民
権
家
人
物
禄植

うえ

木
き

　枝
え

盛
もり

（1857～1892）
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高知近代史研究会  第76回研究会

『自由民権記念館紀要№22』
○論文

「次郎長の済衆医院と土佐の医師、渡辺良三と 
植木重敏～山崎百次郎関係資料より～」� 植木　豊
　清水次郎長と親交のあった須崎出身の医師渡辺良三は、ノ
ルマントン号事件で溺死した山崎百次郎の義兄でした。当
館寄託「山崎百次郎関係資料」等をもとに、ノルマントン号事
件や土佐出身医師についての新事実が明らかになります。
○研究ノート

「草莽の民権家・曾田愛三郎（研究ノート3）」
松岡僖一

この他にも論文等を掲載する予定です。500円（税込）

〔テーマ〕 士族の運命� ―士族・死族・死賊―
〔報告者〕 松岡僖一（当館館長）

　明治8・9年にかけて生じた論争（第二次民選議院論争・
廃禄論争）において、士族は「平民の居候」・「素餐の徒」と徹
底的に批判の対象となりました。こうした主張に華士族は
有効な反論が出来ず、そのことが、華士族、特に士族の精神
を鬱屈させました。そして明治9年秋から士族の反乱が続
き、明治10年には西南戦争になります。
　論争は、新しい時代に相応しい国民とは何かを問い、士
族の反乱は彼らの時代が終わったことを示しました。

　スタッフが親しみ
を込めて「民権号」と
呼んでいた館の公用
車が、今年の6月に
引退しました。
　1991年5月から
23年間、本庁との連
絡便や歴史資料の収
集・運搬と、自由民権
記念館と共に頑張っ
てくれました。
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予定は変更になる場合があります。詳しくは当館までお問い合わせください。

自由民権講座 ～ホンモノの夜学会～
　自由民権記念館開館25周年記念プレ企画として、自由
民権講座を開講します。回毎にご参加できます。土佐の
自由民権運動の歴史を振り返りながら、今一度、自由や民
権について考えてみませんか。

●日時　　　　　　　　　　　　 ●内容
　 第１回　10月10日（金）　　　　 龍馬から民権運動へ
　 第２回　    　17日（金）　　　　 板垣遭難
　 第３回　    　24日（金）　　　　 新聞の葬式
　 第４回　11月  7日（金）　　　　 土佐の運動～懇親会を中心に～
　 第５回　    　14日（金）　　　　 よしや武士について
●時間　午後6時半～午後8時頃
●参加費無料　　　　　　　　　 ●定員25名程度

■高知近代史研究会　第76回研究会
日　時：9月27日（土）　15：00～17：00
会　場：研修室
報告者：松岡僖一（当館館長）�
テーマ：「士族の運命―士族・死族・死賊―」

■自由民権講座～ホンモノの夜学会～
日　時：10月10日（金）～　全5回
会　場：研修室
講　師：松岡僖一（当館館長）
土佐の自由民権運動の歴史を学びながら、自
由や民権について考える。

●第14回「県詞の日」記念行事
日　時：10月13日（月・祝）
◦丸山台の清掃　9：00～　雨天中止
会　場：丸山台（渡船をチャーターしています）
丸山台は板垣退助外遊帰県歓迎の地。集合場
所など詳しいことは友の会まで
◦記念講演　13:30～
会　場：研修室
講　師：岡田健一郎（高知大学人文学部講師）
演　題：「『右からの革命』と憲法」
定員60名程度

■高知近代史研究会　第77回研究会
日　時：11月29日（土）　15：00～17：00
会　場：研修室
報告者：�亀尾美香�

（高知県立坂本龍馬記念館学芸員）
テーマ：「大石弥太郎の幕末・明治」

●「兆民忌」
日　時：12月13日（土）　時間未定
会　場：高知市筆山
筆山にある中江家の墓参り

●第18回民権凧まつり
◦土佐凧を作ろう　要申込
日　時：12月23日（火・祝）　13：30～
会　場：自由ギャラリー
◦土佐凧を揚げよう
日　時：1月4日（日）　14：00～
会　場：鏡川北岸 トリム公園

■第15回社会科自由研究作品展
日　時：〈予定〉1月17日（土）～2月19日（木）
会　場：自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示

■高知近代史研究会　第78回研究会
日　時：1月17日（土）　15：00～17：00
会　場：研修室
報告者：渡邊哲哉（高知県立図書館）�
テーマ：�「松野尾と吉村  高知県における近代

歴史学のはじまり」

●「無天忌」
日　時：1月23日（金）　時間未定
会　場：高知市山ノ端町
植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り

●「秋水忌」参加
日　時：1月24日（土）　時間未定
会　場：四万十市
幸徳秋水の墓前祭に参加する

■高知近代史研究会　第79回研究会
日　時：３月未定　15：00～17：00
会　場：研修室
報告者：中元崇智（中京大学准教授）
テーマ：未定

●は自由民権記念館友の会の主催です。　
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